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１．座談会の目的と問題意識

北川　当証券アナリストジャーナル誌でアナリス
トをテーマにした座談会を行うのは2012年10月

号以来である。当時の日経平均株価は１万円前後

だったが、現在は企業収益が好調だったことやガ

バナンス改革が進んだことなどから、日経平均株

価は２万円台で推移している。株価は上昇したが、
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